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東
大
阪
市
の
住
宅
街
。

集
ま
っ
た
女
性
ら
を
前
に

笑
顔
で
話
す
の
は
、
部
屋

と
心
を
整
え
る
専
門
家
・

下
河
内
優
子
さ
ん
（
49
）。

　

も
と
も
と
捨
て
ら
れ
な

い
・
片
づ
け
ら
れ
な
い
族

代
表
だ
っ
た
彼
女
は
、
現

在
大
学
生
の
長
女
の
出
産

を
き
っ
か
け
に
片
付
け
・

断
捨
離
に
目
覚
め
、
心
理

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
は
じ
め

と
し
た
多
く
の
資
格
を
取

得
し
、
毎
朝
10
分
片
づ
け

ク
ラ
ブ
を
主
宰
。日
「々
捨

て
る
」
と
向
き
合
い
、
出

張
講
座
に
も
対
応
す
る
。

　

こ
の
日
は
は
じ
め
て
自

宅
に
生
徒
さ
ん
た
ち
を
招

き
「
捨
て
活
」
を
レ
ク

チ
ャ
ー
。
汚
れ
の
付
き
や

す
い
キ
ッ
チ
ン
の
水
回
り

に
は
、
劣
化
し
た
ス
ポ
ン

ジ
は
も
と
よ
り
、
洗
い
桶

を
置
か
ず
、
三
角
コ
ー

ナ
ー
は
小
さ
め
の
ナ
イ
ロ

ン
袋
で
代
用
し
、
そ
の

都
度
捨
て
る
。「
手
放
す

こ
と
で
執
着

を
去
り
、
ご

き
げ
ん
空
間

を
創
る
」
が

彼
女
の
モ
ッ

ト
ー
。
下
河

内
家
の
キ
ッ

チ
ン
収
納
に

は
、
バ
ス
タ

オ
ル
や
文
房

具
と
い
っ
た

意
外
な
も
の

が
ゆ
っ
た
り

と
収
め
ら
れ

て
お
り
、
遠

く
横
浜
か
ら

駆
け
付
け
た
生
徒
の
ひ
と

り
は
「
無
駄
な
も
の
を
手

放
す
こ
と
で
、
ゆ
と
り
を

生
む
の
で
す
ね
」
と
感
嘆

す
る
。
講
義
後
は
北
九
州

の
友
人
か
ら
届
い
た
銘
菓

の
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
が
振
る

舞
わ
れ
、
美
味
し
い
風
味

を
余
さ
ず
届
け
て
く
れ
た

ダ
ン
ボ
ー
ル
は
感
謝
さ
れ

捨
て
ら
れ
た
。（池

内
文
藏
）

朝
鮮
大
学
校
の
学
生

（
朝
大
生
）
北
送
問

題
　

朝
大
生
約
１
８
５

人
が
ほ
ぼ
強
制
的
に

金
日
成
の
生
誕
60
周

年
に
合
わ
せ
て「
貢
ぎ
物
」

と
し
て
北
へ
送
ら
れ
た
問

題
に
関
し
て
、
守
る
会
の

山
田
文
明
理
事
（
74
）
が

講
演
し
た
。

　

当
初
３
０
０
人

の
朝
大
生
を
北
へ

送
る
予
定
を
し
て

い
た
が
、
拒
否
す

る
学
生
が
多
く
実

際
に
集
め
ら
れ
た

１
８
５
人
が
、
１

９
７
１
年
３
月
17

日
に
新
潟
港
を
出

港
し
た
第
１
６
３

次
帰
国
船
に
乗
っ

た
。
現
在
で
も
実

情
は
よ
く
わ
か
ら

な
い
と
し
な
が
ら

も
、山
田
氏
は「
選

ば
れ
た
朝
大
生

は
、
自
由
意
思
で

は
な
く
、
指
名
・

説
得
さ
れ
、
騙
さ

れ
て
送
ら
れ
て
し

ま
っ
た
」
と
し
、

「
こ
れ
は
組
織
的
な
強
制

力
が
働
い
た
誘
拐
・
拉
致

だ
」
と
指
摘
し
た
。

　

そ
の
上
で
、「
ほ
と
ん

ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
も
な

く
、
一
部
の
人
以
外
に
は

知
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
放

置
さ
れ
た
青
年
た
ち
の
こ

の
問
題
を
こ
の
ま
ま
に
し

て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な

い
」
と
語
気
を
強
め
た
。

　

山
田
氏
の
調
査
に
よ
る

と
、
北
の
機
関
紙
で
あ
る

キ
ッ
チ
ン
収
納
を
公
開
す
る
下
河
内

優
子
さ
ん
（
右
）

エドガー・マッセグさん （左） と
小松原智史さん

左からマスクド東大阪さん、黒木規次
社長、エリコスさん

米塚利勝さん （左） は英語でオクサーナさんを指導する

東大阪新聞チャンネル

毎週木曜日19：00～19：30
視聴はhttp://www.higashiosaka-n.com

好評放映中

3日  ゲスト ： 黒木規次さん
「アフターコロナもオゾン除菌・消臭器欠かせない」
 （キャスター ： 小野元裕社長）
10日  映画案内「ミーガン」
 （キャスター ： 小野元裕社長）
17日  ゲスト ： 藤本大介さん
　　　　「東大阪発！ フィットラックとは？」
 （キャスター ： 根岸健太郎記者）
24日  新刊案内「ルポ 国際ロマンス詐欺」
 （キャスター ： 小野元裕社長）
31日  「連載小説『悪党の風貌』の読み方」
 （キャスター ： 池内文藏記者）

8月

お
か
げ
さ
ま
で

お
か
げ
さ
ま
で
9090
年年

東
大
阪
新
聞
は
令
和
４
年
に

創
刊
90
年
を
迎
え
ま
し
た

日本＆カタルーニャの作家

２人展
NEURON  BAG

社長　黒木規次
東大阪市小阪本町2―6―14
TEL 06―6720―1366

株式会社エヌケー工房

2023・8・1

　

猛
暑
や
酷
暑
を
超
え
る
暑
さ
だ
。激
暑
・

劇
暑
や
極
暑
、
炎
暑
な
ど
を
思
い
だ
す
。

最
高
気
温
40
度
以
上
は
異
常
す
ぎ
る
。

　

夏
休
み
の
真
っ
只
中
。
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
な
ど
を
含
め
自
転
車
利
用
者
が
急
増
し

て
い
る
。
４
月
か
ら
道
路
交
通
法
が
改
正

さ
れ
た
。
今
ま
で
は
13
歳
未
満
の
子
ど
も
に
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ
る
義
務
が
保
護
者
に
あ
っ
た

が
、
年
齢
を
問
わ
ず
す
べ
て
の
人
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
が
努
力
義
務

と
な
っ
た
。
警
視

庁
に
よ
る
と
自
転
車
事
故
で
死
亡
し
た
人
の
約
７

割
が
頭
部
の
損
傷
が
致
命
傷
だ
と
い
う
。

　

４
カ
月
経
過
し
た
街
中
。
大
人
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
は
「
ま
れ
に
み
る
」
程
度
だ
。
自
転
車
運
転

に
は
免
許
制
度
が
な
い
。
自
転
車
は
道
交
法
上
で

は
「
車
両
」
で
あ
る
が
何
も
学
ん
で
い
な
い
の
だ
。

　

登
校
日
の
学
校
、
公
園
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
会
場

（
昔
こ
ど
も
、
今
お
年
寄
り
）、
町
内
会
、
商
業
施

設
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
「
自
転
車
教
室
」
を
展
開

す
べ
き
だ
。
左
側
通
行
、
飲
酒
運
転
、
信
号
無
視
、

一
時
停
止
な
ど
車
と
同
じ
で
あ
る
。
ス
マ
ホ
し
な

が
ら
の
運
転
は
安
全
運
転
義
務
違
反
。

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
品
質
が
良
く
安
く
な
け
れ
ば
普

及
し
な
い
。
企
業
広
告
（
ロ
ゴ
）
や
政
府
・
自
治

体
広
報
な
ど
で
広
告
料
を
取
れ
ば
い
い
。
国
策
的

な
新
技
術
の
実
証
実
験
の
対
象
に
す
る
の
も
い

い
。
例
え
ば
、
軽
く
て
薄
く
、
し
か
も
曲
げ
や
す

い
新
素
材
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
動

く
太
陽
電
池
に
な
る
。
ス
マ
ホ
充
電
や
小
型
扇
風

機
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ

ト
な
ど
の
電
源
に

も
な
り
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
利
用
も
可
能
だ
。

ひ
ま
わ
り
を
デ
ザ
イ
ン
す
れ
ば
安
全
ヘ
ル
。
マ
イ

ヘ
ル
で
日
本
列
島
を
つ
な
げ
て
み
る
の
も
面
白

い
。

　

自
転
車
事
故
に
よ
る
賠
償
請
求
額
は
１
億
円
時

代
だ
。
自
転
車
保
険
は
努
力
義
務
で
は
な
く
ほ
と

ん
ど
の
地
域
で
義
務
化
さ
れ
て
い
る
の
で
加
入
を

し
て
お
き
た
い
。

　

太
陽
が
い
っ
ぱ
い
、
危
険
が
い
っ
ぱ
い
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
い
っ
ぱ
い
。
ご
安
全
に
！

晴耕雨読

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
努
力
義
務

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
も

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
も
オ
ゾ
ン
除
菌・消
臭
器

オ
ゾ
ン
除
菌・消
臭
器
欠
か
せ
な
い

欠
か
せ
な
い

株
式
会
社
エ
ヌ
ケ
ー
工
房
社
長

黒
木
規
次
さ
　
　
ん

西
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
所
作
り
の
た
め
の

寄
付
の
お
願
い

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
多
く
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
が
国
内
外
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
戦
争
が
長
引
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
に
よ
り
国
外
に
避
難
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が

次
々
と
母
国
へ
帰
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
協
会
で
は
、
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ド
ブ
ロ

ダ
ー
リ
と
協
力
し
、
比
較
的
安
全
な
西
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
避
難
所
を
作
り
運
営
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２
―
９
２
６
―
５
１
３
４

銀
行
口
座
三
井
住
友
銀
行
・
八
尾
支
店

（
普
）２
０
１
２
７
４
６　
名
義
：
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

捨
て
活
ご
き
げ
ん
空
間
創
る

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

　

日
本
の
裁
判
所
の
管
轄

権
を
否
定
す
る
と
不
当
な

裁
判
の
拒
否
に
当
た
る
場

合
に
、
例
外
的
に
日
本
の

裁
判
所
が
管
轄
権
を
有
す

る
と
す
る
「
緊
急
管
轄
」

を
適
用
し
て
ほ
し
い
旨
を

申
し
出
た
こ
と
、
そ
れ
に

は
十
分
な
理
由
が
あ
る
こ

と
な
ど
を
解
説
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
後
、

７
月
７
日
に
第
２
回
口
頭

弁
論
が
開
か
れ
た
。

　

崔
宏
基
弁
護
士
は
本
紙

の
取
材
に
対
し
、「
裁
判

長
か
ら
は
、
代
理
人
の
主

張
に
対
す
る
的
確
な
質
問

が
な
さ
れ
、
脱
北
者
の

方
々
が
法
廷
で
一
生
懸
命

に
話
し
て
い
た
こ
と
に

も
、
と
て
も
真
摯
に
耳
を

傾
け
て
く
れ
た
。
そ
の
真

摯
さ
が
と
て
も
印
象
的

だ
っ
た
と
、
傍
聴
し
た
皆

様
も
一
様
に
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
」
と
の
コ
メ
ン
ト

を
寄
せ
た
。

　

次
回
の
口
頭
弁
論
は
８

月
２
日
に
東
京
高
裁
で
開

か
れ
る
。裁
判
所
か
ら
は
、

必
要
に
応
じ
て
補
充
の
主

張
・
立
証
を
促
す
と
し
、

仮
に
そ
の
必
要
が
な
い
場

合
に
は
、
そ
の
日
に
、
判

決
期
日
が
指
定
さ
れ
る
見

込
み
。

八
木
会
計
事
務
所

東
大
阪
市
今
米
１―

２―　
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松
栄
ビ
ル
　

803　
号

八
木
隆
行

税
理
士

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

９
６
８―

９
４
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
２―

９
６
８―

９
４
５
６

水
都
法
律
事
務
所

大
阪
市
北
区
西
天
満
５―

１―

９

大
和
地
所
南
森
町
ビ
ル
２
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
６―

６
３
１
１―

５
８
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
６―

６
３
１
１―

５
８
８
２

橋
本　

豊

弁
護
士

電
気
保
安

法　
　

人

大
阪
電
気
保
安
協
同
組
合

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
保
守
点
検
料
を
見
直
し
ま
せ
ん
か
!!

ま
か
し
て
安
心
・
安
全

全
国
初
！ 

協
同
組
合
方
式
の
電
気
保
安
事
業

※

お
問
合
せ
は 

☎
０
８
０―

３
８
０
９―

７
０
６
５

担
当
：
大
澤
迄

八
尾
自
動
車
教
習
所

H
P

：h
ttp
://w

w
w
.y
a
o
k
y
o
.n
e
t/

☎（
０
７
２
）９
９
９―

１
２
３
４

八
尾
市
高
安
町
南
七
丁
目
二
十
一
番
地

明
る
い
・
楽
し
い
・
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
教
習
所

運
転
免
許
取
る
な
ら
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
！

ゴ
ル
フ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ジ
オ

フ
リ
ア
ー
ド

株
式
会
社
藤
原
電
子
工
業
ゴ
ル
フ
事
業
部

八
尾
市
南
木
ノ
本
２―
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◆
３
６
５
日
利
用
可
能
（
午
前
５
時
〜
午
後
12
時
）

◆
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
ク
オ
リ
テ
ィ
映
像

◆
世
界
170
以
上
の
有
名
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

◆
予
約
・
決
済
・
施
錠
ま
で
ス
マ
ホ
１
台
で
完
結

室
内
ゴ
ル
フ
練
習
場

TEL 072 - 991- 3927

代
表
取
締
役
社
長　

七  

里  

和  

昭

八尾市安中町 8－5－38
T E L 072－999－3871
FAX 072－999－3874

お蔭様で50周年

株
式
会
社
ア
イ
ズ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

東
大
阪
市
柏
田
西
２―

３―

22

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
６―

６
２
２
４―

１
１
６
６

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
６―

６
２
２
４―

１
１
６
８

岩
本
栄
吉

代
表
取
締
役

国
防
を
考
え
る
会

大
阪
府
大
阪
市
淀
川
区
西
中
島
４
丁
目
３―

４

　
　
　
　
　
　
　
　

チ
サ
ン
第
６
新
大
阪
３
１
０

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６―

４
２
５
６―

４
８
６
８

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６―

４
２
５
６―

４
８
６
９

高
橋
忠
義

会
長

〒
532-
0011
5

　
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
に
美

容
技
術
を
伝
授
し
、
日
本
で
の

生
活
の
支
え
に
し
て
ほ
し
い
。

帰
国
し
た
際
に
は
、
そ
の
技
術

で
人
生
を
切
り
開
い
て
ほ
し

い
」

　

近
鉄
大
阪
線
八
戸
ノ
里
駅
前

で
美
容
室
「
ス
タ
ジ
オ
ア
ス

ク
」（
東
大
阪
市
御
厨
南
２
―

１
―
45
、
☎
06
―
６
７
８
９
―

３
７
４
７
）
を
営
む
米
塚
利
勝

さ
ん
（
74
）
は
、
昨
年
２
月
か

ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
た
。

　

今
年
６
月
、
読
売
テ
レ
ビ
の

報
道
番
組「
ウ
ェ
ー
ク
ア
ッ
プ
」

で
、
沖
縄
県
那
覇
市
に
避
難
し

て
い
る
オ
ク
サ
ー
ナ
・
ト
ラ

チ
ェ
ン
コ
さ
ん
（
30
）
を
知
っ

た
。

　

キ
ー
ウ
の
美
容
室
で
美
容
師

と
し
て
働
い
て
い
た
と
こ
ろ
、

ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
攻
撃
で
店
舗

が
崩
壊
。
す
ぐ
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

へ
避
難
し
た
も
の
の
水
が
合
わ

ず
、
数
年
前
に
訪
れ
た
こ
と
の

あ
る
日
本
へ
知
人
を
頼
り
避
難

し
た
。

　

米
塚
さ
ん
は
番
組
終
了
後
す

ぐ
に
読
売
テ
レ
ビ
へ
連
絡
し
、

引
受
人
を
紹
介
し
て
も
ら
っ

た
。
何
度
も
引
受
人
と
電
話
で

話
し
合
っ
た
上
、
オ
ク
サ
ー
ナ

さ
ん
の
気
持
ち
を
聞
き
、
東
大

阪
へ
来
て
も
ら
う
こ
と
に
。
旅

費
と
滞
在
費
は
す
べ
て
米
塚
さ

ん
が
負
担
し
、７
月
16
日
に「
ス

タ
ジ
オ
ア
ス
ク
」
で
の
研
修

が
実
現
し
た
。

　

初
め
は
緊
張
気
味
の
オ
ク

サ
ー
ナ
さ
ん
だ
っ
た
が
、
米
塚

さ
ん
の
優
し
い
口
調
に
よ
る
指

導
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、
笑
み
を

見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

米
塚
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
も
美

容
技
術
を
通
じ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ

人
道
支
援
を
続
け
て
い
こ
う
と

意
気
込
ん
で
い
る
。

ま
で
幅
広
く
株
式
会
社
タ

ム
ラ
テ
コ
の
商
品
を
取
り

扱
っ
て
い
る
。

　

黒
木
規
次
社

長
（
53
）
は
生

ま
れ
も
育
ち
も

東
大
阪
・
小
阪
。

八
尾
東
高
校
卒
業
後
、
ホ

テ
ル
、
機
械
部
品
加
工
会

社
勤
務
の
後
、
39
歳
で
志

を
立
て
近
鉄
奈
良
線
八
戸

ノ
里
駅
前
で
独
立
。
機
械

部
品
を
取
り
扱
う
商
社

だ
。

　

そ
の
後
、
縁
あ
っ
て
現

在
の
近
鉄
奈
良
線
河
内
小

阪
駅
近
く
に
引
っ
越
し
し

た
。

　

仕
事
を
す
る
な
か
で
、

株
式
会
社
タ
ム
ラ
テ
コ
と

の
取
引
が
始
ま
り
、
オ
ゾ

ン
除
菌
・
消
臭
器
も
扱
う

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が

あ
っ
て
コ
ロ
ナ
禍
で
も
助

か
っ
た
と
い
う
。
経
営
が

安
定
し
た
。

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で

も
、
ニ
オ
イ
・
カ
ビ
・
ハ

ウ
ス
ダ
ス
ト
除
去
効
果
を

求
め
て
オ
ゾ
ン
除
菌
・
消

臭
器
を
購
入
す
る
人
は
多

い
。
特
に
病
院
や
介
護
施

設
な
ど
に
は
欠
か
せ
な

　

コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ゾ
ン
除

菌
・
消
臭
器
が
重
宝
さ
れ

た
。
東
大
阪
に
本

社
を
構
え
る
株
式

会
社
エ
ヌ
ケ
ー
工

房
は
、
個
人
宅
用

か
ら
オ
フ
ィ
ス
用

　

日
本
と
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
作
家
に
よ
る
、
海
を

越
え
た
創
作
の
共
演
「
Ｎニ

ュ

ー

ロ

ン

Ｅ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｂバ

ッ

グ
Ａ
Ｇ
」

が
７
月
16
日
〜
19
日
の
３
日
間
、
東
大
阪
市
の

Ｇギ

ャ

ラ

リ

ー

ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
ｙ

Ｋキ

リ

ッ

タ

イ

ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｔ
ａ
ｉ
（
東
大

阪
市
今
米
１
―
６
―
43
）
で
開
催
さ
れ
た
。

　

も
く
も
く
と
蒸
気
を
吐

き
出
す
脳
細
胞
が
ギ
ャ
ラ

リ
ー
中
央
に
浮
か
ぶ
。
こ

の
作
品
は
、
筆
墨
硯
紙
な

ど
を
用
い
た
抽
象
画
な
ど

生
み
出
す
作
家
・
小
松
原

智
史
さ
ん
（
34
）
と
、
カ

タ
ル
ー
ニ
ャ
か
ら
来
日
中

の
エ
ド
ガ
ー
・
マ
ッ
セ
グ

さ
ん
（
年
齢
非
公
開
）
に

よ
る
共
作
だ
。
奈
良
県
宇

陀
郡
を
拠
点
に
活
動
す
る

小
松
原
さ
ん
が
、
滞
在
先

の
地
中
海
北
西
岸
カ
タ

ル
ー
ニ
ャ
で
廃
材
な
ど
を

用
い
た
即
興
ア
ー
ト
や
映

像
・
音
楽
と
幅
広
く
活
躍

す
る
エ
ド
ガ
ー
さ
ん
と
出

会
っ
た
の
は
３
年
前
。

　

こ
の
た
び
、
エ
ド
ガ
ー

さ
ん
の
来
日
を
機
に
２
人

展
「
Ｎ
Ｅ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｂ

Ａ
Ｇ
」
を
企
画
。
文
字
通

り
「
脳
細
胞
を
バ
ッ
グ
に

詰
め
て
」
来
日
し
た
エ
ド

ガ
ー
さ
ん
と
小
松
原
さ
ん

は
、
会
期
中
に
も
身
近
な

素
材
を
用
い
た
抽
象
作
品

を
多
数
生
み
出
し
た
。
会

場
と
な
っ
た
Ｇ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ

ｒ
ｙ　

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｔ
ａ

ｉ
は
、
１
枚
の
紙
か
ら
多

様
な
動
植
物
を
生
み
出
す

立
体
切
紙
「
キ
リ
ッ
タ

イ
」
作
家
で
あ
る
と
と
も

に
、
本
紙
毎
月
15
日
号
連

載
中
の
小
説
「
悪
党
の
風か

貌お

」
の
題
字
を
手
掛
け
る

大
東
守
さ
ん（
70
）が
オ
ー

ナ
ー
を
務
め
、
新
人
作
家

や
学
生
の
創
作
発
表
の
場

な
ど
に
手
頃
な
価
格
で
提

供
し
て
い
る
。
問
い
合
わ

せ
は
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
☎

０
７
２
―
９
６
４
―
１
４

０
２
）
へ
。（
池
内
文
藏
）

　開封後のダンボール、読
み終えたチラシ、そして…。
嬉しいけど、好物ではない
頂き物は、まわりに上げる
か「感謝して」捨ててくだ
さい―。

い
。

　

２
０
２
１
年
か
ら
は
、

マ
ス
ク
ド
東
大
阪
さ
ん
と

エ
リ
コ
ス
さ
ん
が
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
と
し
て
加
わ
り
、

百
人
力
だ
。

「
朝
鮮
画
報
」
や
「
朝
鮮

時
報
」
に
は
一
切
こ
の
青

年
た
ち
の
記
事
が
出
て
こ

な
い
と
い
う
。

　

ま
た
、
親
が
必
ず
し
も

朝
鮮
総
連
の
幹
部
や
熱
誠

者
で
は
な
く
、
む
し
ろ
民

団
系
の
子
弟
や
商
工
人
子

弟
、
母
親
が
日
本
人
で
あ

る
学
生
（
つ
ま
り
日
本
国

籍
者
）
が
比
較
的
多
く
、

成
績
が
優
秀
で
家
庭
が
貧

し
い
者
、
日
本
の
高
校
出

身
で
朝
大
に
入
学
し
た
者

な
ど
が
た
く
さ
ん
選
ば
れ

て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、「
こ

こ
に
は
幹
部
を
育
て
る
と

い
う
意
図
で
は
な
く
別
の

意
図
が
あ
っ
た
」
と
し
、

「
何
ら
か
の
目
的
に
使
お

う
と
い
う
意
志
が
あ
っ

た
。
だ
か
ら
こ
の
こ
と
を

表
に
出
さ
な
い
、
そ
う
い

う
動
き
が
あ
っ
た
と
し
か

思
え
な
い
」
と
の
見
方
を

示
し
た
。
そ
の
上
で
、「
も

う
少
し
関
係
者
か
ら
情
報

を
集
め
て
、
実
態
は
何
か

を
突
き
詰
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　
「
日
本
国
籍
者
・
在
日

コ
リ
ア
ン
両
方
を
含
ん
だ

誘
拐
拉
致
で
あ
る
」
と
強

調
し
た
山
田
氏
。最
後
に
、

「
日
本
政
府
に
も
韓
国
政

府
に
も
若
者
の
誘
拐
・
拉

致
問
題
と
し
て
こ
の
救
出

に
本
気
で
取
り
組
ん
で
も

ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に

調
査
し
て
い
く
」
と
語
っ

た
。

（
中
野
善
典
）

（
お
わ
り
）

ス
タ
ジ
オ

ス
タ
ジ
オ 

ア
ス
ク

ア
ス
ク 

　
米
塚
米
塚 

利
勝
利
勝 

さ
　
さ
　
　
ん
　
ん
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管
理
人
の
夫
婦
が
簡
単
な
朝
食
を
用
意
し
て
く

れ
た
の
で
、
気
を
取
り
直
し
て
席
に
着
い
た
。

　

デ
ル
ニ
ー
（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
す
り
潰
し
て
揚
げ

た
も
の
）
と
ト
ボ
ロ
ー
ク
（
チ
ー
ズ
）、
そ
れ
に

キ
フ
ィ
ー
ル
（
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
）。
紅
茶
の
横

に
は
バ
ラ
の
ジ
ャ
ム
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

　
「
朝
食
を
取
っ
て
気
を
取
り
直
し
ま
し
ょ
う
。

ロ
シ
ア
を
追
い
出
す
に
は
何
よ
り
も
体
力
が
必
要

で
す
」

　

張
り
詰
め
た
空
気
を
少
し
で
も
和
ら
げ
よ
う

と
、
管
理
人
は
少
し
お
ど
け
た
調
子
で
話
し
か
け

て
く
れ
る
。

　

味
付
け
が
よ
く
、
思
っ
た
よ
り
も
食
が
進
む
。

テ
ー
ブ
ル
を
見
回
す
と
私
だ
け
で
は
な
さ
そ
う

だ
。
ど
ん
な
に
悲
し
い
こ
と
や
苦
し
い
こ
と
が
あ

っ
て
も
、
目
を
閉
じ
て
開
け
る
と
腹
を
空
か
せ
て

何
か
を
食
べ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
に
欲
し
く
な
い

と
思
っ
て
い
て
も
、
い
ざ
食
べ
始
め
る
と
、
止
ま

ら
な
い
。

　

人
間
は
な
ん
と
も

身
勝
手
な
存
在
だ

と
、
切
な
い
気
持
ち

に
な
る
。
似
た
よ
う

な
感
情
を
抱
い
て
い

る
の
だ
ろ
う
。
普
段

は
あ
ん
な
に
喋
る
の

に
、
今
朝
は
誰
も
何

も
話
そ
う
と
し
な

い
。

　
「
彼
女
は
本
当
に

大
丈
夫
な
の
か
な
」

　

誰
に
話
す
と
も
な

く
、
ア
ー
ニ
ャ
の
口
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
た
。

　

そ
の
一
言
で
、
部
屋
の
空
気
が
さ
ら
に
重
く
な

っ
た
。

　

即
死
す
る
よ
り
も
、
深
手
を
負
っ
て
じ
わ
じ
わ

死
ぬ
こ
と
の
方
が
何
倍
も
辛
い
。

　

ア
ー
ニ
ャ
は
目
頭
を
押
さ
え
な
が
ら
天
井
を
見

つ
め
る
。

　

電
話
越
し
の
彼
女
は
弱
り
き
っ
た
声
だ
っ
た

が
、
決
し
て
自
暴
自
棄
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
さ

そ
う
だ
。
む
し
ろ
ロ
シ
ア
人
に
対
す
る
憎
悪
の
感

情
が
頂
点
に
達
し
、も
は
や
許
す
こ
と
が
で
き
ず
、

そ
れ
を
晴
ら
す
ま
で
は
生
に
し
が
み
つ
く
執
念
が

伝
わ
っ
て
き
た
。

　

苦
し
く
て
苦
し
く
て
耐
え
ら
れ
な
い
感
情
を
体

外
へ
放
り
出
そ
う
に
も
、
そ
の
単
語
が
な
い
の
で

ど
う
に
も
で
き
な
い
。
文
学
者
の
大
き
な
使
命
は
、

新
し
く
生
ま
れ
た
感
情
に
対
す
る
表
現
を
見
付
け

る
こ
と
だ
。
そ
う
す
れ
ば
、多
く
の
人
が
救
わ
れ
る
。

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
225

沈黙の朝食

ウクライナ

と
美
味
し
い
旬
の
料
理

や
お
寿
司
・
ス
テ
ー
キ

な
ど
を
食
べ
、
ワ
イ
ン

な
ど
を
飲
ん
で
い
る
と

き
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

ア
イ
ド
ル
の

コ
ン
サ
ー

ト
を
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が

ら
聴
い
た
り
、
ク
ラ
ッ

シ
ッ
ク
音
楽
を
静
か
に

楽
し
ん
で
い
た
り
す
る

と
き
も
と
て
も
幸
せ
で

す
ね
。

　

そ
し
て
、
草
花
や
ア

　

お
元
気
で
楽
し
い

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま

す
か
。

　

前
回
に
引
き
続
き

「
幸
せ
」
の
内
容
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。
今

回
は
、
主
観
的
な
幸
せ

の
種
類
の
う
ち
五
感
を

中
心
と
し
た
身
体
的
な

快
感
や
心
地
良
さ
と
い

う
感
覚
レ
ベ
ル
の
「
身

体
満
足
型
の
幸
せ
」
に

つ
い
て
で
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
は
本
能

的
な
欲
求
の
充
足
に
も

関
連
す
る
幸
せ
で
す
。

こ
れ
ら
は
私
た
ち
が
幸

せ
を
感
じ
る
最
も
一
般

的
で
基
礎
的
な
も
の
で

す
。

　

皆
さ
ん
は
、
ど
の
よ

う
な
と
き
に
幸
せ
を
感

じ
ま
す
か
。
日
常
生
活

で
最
も
幸
せ
を
感
じ
ら

れ
る
の
は
や
は
り
気
の

合
う
家
族
や
友
達
な
ど

ロ
マ
な
ど
の
甘
い
香
り

を
か
い
で
い
る
と
き
も

心
地
よ
い
で
す
ね
。

　

さ
ら
に
、例
え
ば
、梅
、

桜
、ア
ヤ
メ
、ア
ジ
サ
イ
、

向
日
葵
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
、

キ
キ
ョ
ウ
、
萩
、
ナ
デ

シ
コ
、
水
仙
、
ク
リ
ス

マ
ス
ロ
ー
ズ
な
ど
の
四

季
折
々
の
美
し
い
花
々

や
大
自
然
を
見
る
こ
と

も
感
動
的
で
す
ね
。

　

ま
た
、
犬
や
猫
な
ど

の
可
愛
い
動
物
な
ど
と

触
れ
合
う
こ
と
も
私
た

ち
の
心
を
癒
し
て
く

れ
、
心
地
よ
い
も
の
で

す
ね
。

　

こ
の
よ
う
な
「
五
感

を
中
心
と
し
た
快
感
や

心
地
よ
さ
に
伴
う
幸

せ
」
は
私
た
ち
の
幸
せ

の
中
心
で
あ
り
、
人
生

に
お
い
て
日
常
的
に
こ

れ
ら
を
で
き
る
だ
け
多

く
経
験
し
、
心
地
よ
く

幸
せ
な
人
生
を
送
り
た

い
も
の
で
す
。

　

さ
あ
、
こ
れ
か
ら
も

一
緒
に
「
幸
せ
」
に
つ

い
て
考
え
、
味
わ
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

幸
せ
な
人
生
を
送
る
た
め
に

九
州
大
学
名
誉
教
授

岩
崎
　
勇

④

身
体
満
足
型
の
幸
せ

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

八尾ライオンズクラブの新３役、初例会（7月11日）後に
（左から矢田芳明幹事、西田貞之会長、角之倉久志会計）

が
収
ま
り
、
各
ク
ラ
ブ
は

元
通
り
の
例
会
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
会
長
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
活

発
に
行
い
、
地
域
貢
献
に

力
を
尽
く
し
て
い
る
。

　

八
尾
Ｌ
Ｃ
の
会
長
テ
ー

マ
は
「
以
和
為
貴
」、
サ

ブ
テ
ー
マ
「
Ｂ
ｅ　

Ｐ
ｒ

ｏ
ｕ
ｄ
‼ 　

Ａ
Ｌ
Ｌ　

Ｙ

Ａ
Ｏ
」。「
以
和
為
貴
」
は

聖
徳
太
子
が
制
定
し
た

「
17
条
憲
法
」
の
第
１
条
。

互
い
に
理
解
し
、
尊
重
す

る
こ
と
で
積
極
的
な
和

（
調
和
）
が
得
ら
れ
、
地

域
を
よ
く
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
た
。

　

７
月
１
日
〜
来
年
６
月

30
日
の
新
役
員
が
決
ま
っ

た
。
各
ク
ラ
ブ
の
会
長
を

紹
介
す
る
。

　

八
尾
Ｌ
Ｃ
は
西
田
貞
之

会
長
（
有
限
会
社
西
田
興

産
代
表
取
締
役
）、
八
尾

中
央
Ｌ
Ｃ
は
川
崎
知
視
会

長
（
有
限
会
社
近
畿
ハ
ウ

ジ
ン
グ
代
表
取
締
役
）、

八
尾
菊
花
Ｌ
Ｃ
は
松
本
圭

司
会
長
（
株
式
会
社
八
光

堂
仏
具
店
代
表
取
締
役
）、

八
尾
Ｒ
Ｃ
は
児
林
秀
一

会
長
（
一
般
社
団
法
人

キ
ョ
ー
エ
イ
グ
ル
ー
プ
代

表
理
事
）。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

コ
ロ
ナ
収
ま
り
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
活
発
に

　国際的奉仕団体は国内に２つある。ライオンズク
ラブ（以下ＬＣ）とロータリークラブ（以下ＲＣ）だ。
八尾市内には八尾ＬＣ、八尾中央ＬＣ、八尾菊花Ｌ
Ｃ、八尾ＲＣがある。

　

な
お
、昨
年
６
月
末
に
八

尾
東
Ｒ
Ｃ
が
50
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
、昨
年
末
に

は
八
尾
中
央
Ｒ
Ｃ
が
40
年

　

平
成
20
年
に
設
立
さ
れ

た
電
気
保
安
法
人
大
阪
電

気
保
安
協
同
組
合
（
八
尾

市
太
田
３
―
２
１
７
―

11
）
が
、
今
年
で
15
周
年

を
迎
え
た
。
設
立
か
ら
今

日
ま
で
を
岩
本
昌
造
理
事

長
（
86
）
と
大
澤
秀
史
専

務
理
事
（
77
）
に
聞
い
た
。

　

平
成
16
年
よ
り
電
気
保

安
業
務
規
制
緩
和
の
一
環

と
し
て
電
気
保
安
業
務
へ

の
民
間
参
入
が
認
め
ら
れ

た
。

　

八
尾
産
業
ク
ラ
ブ
連
合

会
会
長
を
務
め
た
岩
本
理

事
長
は
、
常
に
八
尾
の
産

業
発
展
に
な
る
た
め
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
考
え
て
い

た
の
で
、
こ
れ
だ
と
ひ
ら

め
い
た
。
中
小
企
業
等
協

同
組
合
法
に
基
づ
く
「
組

合
員
に
よ
る
組
合
員
の
た

め
の
組
合
」
で
あ
る
協
同

組
合
方
式
で
電
気
保
安
業

務
を
受
託
す
れ
ば
、
保
守

点
検
費
用
が
安
く
な
り
喜

ば
れ
る
、
と
。
昵じ

っ
こ
ん懇
の
大

澤
専
務
理
事
に
声
を
か
け
、

す
ぐ
に
実
行
へ
移
し
た
。

　

主
な
業
務
は
キ
ュ
ー
ビ

ク
ル
の
保
守
点
検
。
経
験

豊
か
な
ベ
テ
ラ
ン
電
気
主

任
技
術
者
を
集
め
、安
心
・

安
全
・
親
切
・
迅
速
を
モ
ッ

ト
ー
に
低
コ
ス
ト
で
高
水

準
の
保
守
サ
ー
ビ
ス
を
始

め
る
と
、
口
コ
ミ
で
広
が

り
、
八
尾
・
柏
原
・
東
大

阪
か
ら
大
阪
府
内
へ
。
さ

ら
に
兵
庫
・
京
都
・
和
歌

山
な
ど
同
組
合
か
ら
２
時

間
以
内
の
エ
リ
ア
ま
で
拡

大
。

　

現
在
は
28
人
の
従
業
員

を
抱
え
る
。

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
企

業
経
営
も
大
き
く
様
変
わ

り
し
つ
つ
あ
る
。
コ
ス
ト

削
減
は
第
一
課
題
だ
。
そ

の
た
め
、
電
気
保
安
法
人

大
阪
電
気
保
安
協
同
組
合

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

問
合
わ
せ
は
同
組
合

（
☎
０
７
２
―
９
４
９
―

３
１
２
５
）
へ
。

大阪電気保安協同組合15周年大阪電気保安協同組合15周年大阪電気保安協同組合15周年
組合員による組合員のための組合
安心・安全・親切・迅速をモットーに

岩本昌造理事長（左）と大澤秀史専務理事

　

八
尾
火
災
予
防
協
会

（
笠
井
実
会
長
）
の
総
会

が
７
月
７
日
に
シ
ェ
ラ
ト

ン
都
ホ
テ
ル
大
阪
（
大
阪

市
天
王
寺
区
上
本
町
６
）

で
開
か
れ
た
。

　

そ
の
後
、
同
所
で
懇
親

会
が
開
か

れ
、
大
松

桂
右
八
尾

市
長
、
田

中
慎
二
八

尾
市
議
会

議
長
ら
来

賓
を
迎

え
、
約
60

人
で
交
流

を
深
め
た
。

　

笠
井
実
会
長
（
写
真
）

は
、冒
頭
挨
拶
の
な
か
で
、

会
員
が
情
報
交
換
し
な
が

ら
協
力
し
防
災
意
識
を
高

め
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強

調
し
た
。

八
尾
火
災
予
防
協
会
総
会
開
催

防
災
意
識
を
高
め
る

　

若
い
女
性
な
ら
で
は
の

視
点
と
新
し
い
働
き
方
に

つ
い
て
考
え
る
。

　
「
ｓス

タ

ジ

オ

ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ
そ
あ

ま
る
」
は
八
尾
市
内
で
20

代
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー

プ
を
作
り
、
一
眼
カ
メ
ラ

だ
け
で
は
な
く
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
の
写
真
撮
影
を

行
っ
た
り
、
ス
マ
ホ
で
映

え
る
撮
影
を
す
る
技
術
の

講
習
会
な
ど
の
依
頼
を
受

け
て
開
催
し
た
り
と
い
っ

た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

中
心
メ
ン
バ
ー
は
小
さ

な
子
ど
も
を
抱
え
る
20
代

女
性
。
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
た
い
が
子
ど
も

の
体
調
な
ど
で
迷
惑
を
か

け
る
か
も
し
れ
な
い
、
ま

た
は
そ
も
そ
も
が
雇
用
さ

れ
な
い
と
い
う
状
況
の
な

か
、
仲
間
内
で
フ
ォ
ロ
ー

し
あ
え
る
シ
ス
テ
ム
や
信

頼
関
係
に
ス
ト
レ
ス
な
く

働
く
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
。

　

実
際
に
届
く
依
頼
は

「
赤
ち
ゃ
ん
の
毎
月
の
成

長
を
残
し
た
い
」「
友
人

と
マ
タ
ニ
テ
ィ
フ
ォ
ト
が

撮
り
た
い
」
と
い
っ
た
大

手
の
写
真
館
で
は
コ
ス
ト

が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た

り
、
対
応
し
て
い
な
か
っ

た
り
す
る
メ
ニ
ュ
ー
が
ほ

と
ん
ど
。「
お
客
さ
ま
は

明
確
に
こ
う
い
う
写
真
を

撮
っ
て
く
だ
さ
い
と
は

言
っ
て
は
く
れ
な
い
。
聞

き
取
り
し
た
と
き
の
言
葉

か
ら
１
つ
１
つ
キ
ー
ワ
ー

ド
を
拾
っ
た
り
、
想
像
を

広
げ
て
た
り
空
間
や
シ
ー

ン
を
提
案
し
な
が
ら
撮
影

す
る
」
と
語
る
の
は
ス
マ

ホ
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
と

名
乗
っ
て
い
る
Ｒ
Ｕ
Ｋ
Ａ

代
表
（
26
）。「
女
性
が
撮

影
す
る
か
ら
に
は
、
男
性

の
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
と

決
定
的
な
違
い
を
見
て
も

ら
わ
な
い
と
意
味
が
な

い
」
と
言
う
。

　

た
と
え
ば
、
女
性
ら
し

い
と
一
言
で
い
っ
て
も
、

男
性
と
女
性
で
仕
上
が
る

写
真
の
イ
メ
ー
ジ
が
異
な

る
。
依
頼
者
の
い
う
「
可

愛
い
感
じ
」
と
一
言
で
ま

と
め
ら
れ
た
希
望
も
年
代

に
よ
り
感
覚
や
セ
ン
ス
が

違
っ
て
く
る
。
空
間
の
デ

ザ
イ
ン
、
光

の
差
し
込
み

方
等
の
技
術

も
、
依
頼
者

の
好
み
を
き

ち
ん
と
分
析

す
る
た
め
に

丁
寧
に
進
め

る
必
要
が
あ

る
。
写
真
を

撮
る
側
が
若

い
母
親
と
い

う
こ
と
で
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
絞
っ
た
、女
性
の
好
み
・

要
望
を
形
に
し
や
す
く
す

る
よ
う
な
環
境
・
仕
組
み

が
整
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
い
っ
た
活
動
を
続

け
る
な
か
で
、
若
い
女
性

の
ニ
ー
ズ
を
吸
い
上
げ
た

い
と
い
う
企
業
へ
も
、
同

年
代
の
自
分
た
ち
な
ら
把

握
し
て
提
案
で
き
る
の
で

は
な
い
か
、
と
ス
マ
ホ
で

撮
影
す
る
た
め
の
講
習
会

な
ど
を
企
業
向
け
に
開

催
。
若
い
母
親
の
空
い
た

時
間
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
子
育
て
中
の
女
性
が

社
会
か
ら
孤
立
し
て
し
ま

う
こ
と
も
防
ぎ
、
か
け
が

え
の
な
い
価
値
が
あ
る
と

い
う
ア
ピ
ー
ル
を
続
け
て

い
る
。

（
北
方
円
）

親友とマタニティフォトを撮影中

イ ベ ン ト 情 報

　

納
豆
屋
さ
ん
が
納
豆
カ

レ
ー
を
開
発
し
た
。
開
発

し
た
の
は
全
国
納
豆
鑑
評

会
で
６
度
の
受
賞
歴
を
持

つ「
極
光（
き
わ
ひ
か
り
）」

ブ
ラ
ン
ド
の
株
式
会
社
エ

イ
コ
ー
食
品
（
門
真
市
大

橋
町
26
―
23
、
佐
藤
勝
彦

社
長
）
で
あ
る
。
自
社
独

特
の
真
空
フ
ラ
イ
加
工
の

ド
ラ
イ
納
豆
を
ス
パ
イ
ス

カ
レ
ー
に
ト
ッ
ピ
ン
グ
し

た
納
豆
カ
レ
ー
を
近
畿
大

学
経
営
学
部
古
殿
ゼ
ミ
と

共
同
で
開
発
し
た
。
レ
ト

ル
ト
食
品
の
商
品
名
は
ズ

バ
リ
「
納
豆
屋
さ
ん
の
納

豆
カ
レ
ー
」（
写
真
）
だ
。

６
月
10
日
に
発
売
さ
れ

た
。
特
に
、
災
害
時
や
非

常
時
に
お
い
て
栄
養
価
の

高
い
発
酵
食
品
と
し
て
期

待
が
膨
ら
む
。

　

同
社
は
２
０
２
１
年
、

糸
引
き
納
豆
を
真
空
状
態

で
食
用
油
を
使
っ
て
低
温

フ
ラ
イ
加
工
し
た
ド
ラ
イ

納
豆
を
開
発
。
ド
ラ
イ
納

豆
は
独
特
の
臭
い
や
雑
味

が
な
く
、
食
べ
や
す
く
、

噛
ん
だ
と
き
の
も
っ
ち
り

し
た
歯
ご
た
え
の
あ
る
ザ

ク
ザ
ク
感
は
新
し
い
食
感

だ
。

　

生
き
た
ま
ま
納
豆
菌
を

閉
じ
込
め
、
栄
養
価
の
高

さ
や
自
然
の
色
合
い
を
保

ち
な
が
ら
国
産
大
豆
の
風

味
や
甘
味
を
引
き
出
す
た

め
、
保
存
料
・
着
色
料
は

使
っ
て
い
な
い
。
美
容
効

果
が
期
待
で
き
る
イ
ソ
フ

ラ
ボ
ン
や
、
腸
内
環
境
を

整
え
る
ナ
ッ
ト
ウ
キ
ナ
ー

ゼ
と
い
う
酵
素
は
生
き
た

ま
ま
で
あ
る
。
レ
ト
ル
ト

食
品
の
た
め
常
温
で
１
８

０
日
間
保
存
で
き
、
災
害

な
ど
の
非
常
時
の
保
存
食

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
に
な
っ
た
。

　

価
格
は
１
食
（
１
５
０

ｇ
）８
５
０
円（
税
込
み
）。

熱
量
１
食
当
た
り
１
６

６
・
５
㎉
。
販
売
店
舗
は

近
畿
大
学
東
大
阪
キ
ャ
ン

パ
ス
21
号
館
フ
ー
ド
コ
ン

ビ
ニ
プ
ラ
ム
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｔ

Ｏ
ｍ
ｕ
ｓ
ｕ
ｍ
ｅ
（
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
）、
株

式
会
社
エ
イ
コ
ー
食
品
ほ

か
。

　

問
い
合
わ
せ
は
株
式
会

社
エ
イ
コ
ー
食
品
（
☎
０

７
２
―
８
８
５
―
７
１
０

８
）
へ
。

（
石
河
亮
平
）

近
畿
大
学
と
共
同
開
発

納
豆
屋
さ
ん
の
納
豆
カ
レ
ー

2023年

11月12日（日）
入場料：無料
申し込み予約不要
（15歳未満入場禁止）

八尾市文化会館
（プリズムホール大ホール）

先着順入場
直接、会場にお越しください。

〒581-0803  八尾市光町 2-40
TEL 072-924-5111

開場12：00 / 開演13：00 / 終演16：00頃

映画「ひとくず」
無料上映会＆講演会

（講師：上原よう子氏）

不
動
産
経
営
・
管
理

会
長　

西
田　

貞
之

八
尾
市
太
子
堂
四
丁
目
四
番
一
号

電
話 

〇
七
二―

九
二
五―

一
三
〇
八

ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ
そ
あ
ま
る

https://soamaru.com

ワザあり工場プレミアム市
８月５日（土）11：00 ～ 17：00

ポートフォリオ（貝塚市海塚 1-1-23）
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